
 

26.大阪府理学療法学術大会開催規程 

（目的） 

第１条 本規程は、大阪府理学療法学術大会（以下、大阪学会）の枠組みを示すため、一般社団法人

大阪府理学療法士会生涯学習センター（以下、センター）が作成したものである。大阪府下に

おける公的な職能（理学療法士）団体としての「学術大会」の在り方を示すものである。 

 

（位置付け） 

第２条  大阪学会は分科（全国）学会・近畿学会との関係性を考えた上で、新人理学療法士（研究

者）の登竜門的学会とする。 

（２） 大阪学会は参加より「発表」の意義を強調する事業であり、研修会（講習会）的な企画は控

えめにして、他の事業との棲み分けを考えたものとする。 

 

（主催） 

第３条  大阪学会はセンターと大阪府理学療法士会（以下、府士会）の共催とする。 

（２） 大阪学会の運営は支部ごとで担当し、年度ごとに持ち回りとする。 

 

（大会長の選出） 

第４条  大阪学会の大会長は、「大阪府理学療法学術大会長選出内規」に則り、立候補の届け出され

た者からセンター理事会で決定される。  

 

（準備委員） 

第５条  準備委員は、非会員、休会者を除くセンターの会員であることとする。 

（２）  準備委員は原則、大会長の所属する支部内の市区町村士会から偏りなく選出されることが

望ましい。 

（３）  副大会長は大阪学会運営準備をスムーズに行い、また、継続性を持たせるために、次期大

会長とする。 

（４）  大会長の所属する支部内の市区町村士会長は、準備委員の選出や運営のサポートを役割と

した監査委員を担う。 

 

（会場） 

第６条  大阪学会の会場は「大阪国際会議場」を使用するものとする。災害の発生（自然災害の発

生、感染症の拡大）など特段の事情がある場合、この限りではない。 

（２） 会場を変更する場合は、事前にセンター理事会の承認を得なければならない。会場のキャン

セルにかかる費用は、センターが負担する。 

（３） 現地参加会場とオンライン会場のハイブリッド開催とすることが望ましい。 

（４） 子育て中の会員が参加しやすいような工夫や配慮を講じること。 

 



 

（会期） 

第７条  大阪学会は 7 月に開催し、１日間とする。ただし、オンデマンド配信を行う場合はその限

りではない。 

 

（企画と予算） 

第８条  企画および予算案はセンター理事会で承認後から実行することが可能であるが、 

骨幹に関わらない部分（容易にやり直しが可能な部分）については承認前の動きを制限しない。 

（２） 基調講演、教育講演、特別講演等の講演に関する企画は、２本以内にすること。ただし、シ

ンポジウムは含まないこととする。 

（３） プログラムの作成においては、第２条により、演者の発表と講演の時間はできるだけ被らな

いように配慮すること。 

（４） 若手演者に学会発表の経験の場を提供するという目的で、発表形式はプログラム上で可能な

限り口述発表を優先するとする。 

 

（参加費） 

第９条  参加費は理事会にて決定し、別途定める。 

（２）  大会準備委員からは参加費を徴収しない。ただし、生涯学習に関する参加ポイント等の付

与が必要な場合は徴収する。 

（３）  学生も有料とする。 

（４）  その他 

  

（報告） 

第１０条  準備委員会は大阪学会が終了後、速やかに報告書・決算書を作成し、理事会へ提出する

こと。 

   

（監査および監督サポート） 

第１１条  大阪学会の監査はセンターが行い、監督サポートは学術大会部が行う。 

（１） 大会長と準備委員長はセンター理事会にて大会企画案・予算案を提示し、承認を得る。 

（２） 大会長と準備委員長は府士会とセンターの合同会議にて進捗報告を行う。 

（３） 監督サポートの内容は次の通りとする。 

①本規程を提示し、大阪学会の在り方を示す 

②大阪学会までのロードマップと作業の提示と作業内容の相談窓口 

     ③企画案、予算案の作成指導 

④ 各支部の市区町村士会長との連携支援 

⑤ 大阪学会終了後の報告書の作成指導 

⑥ 大阪学会終了後の決算書の作成および会計に関する相談窓口となり、センター 事務

局がサポートする。 



 

⑦ WEB 関連に関するサポートが必要な場合は、学術大会部を通し、センター情報管理局が

サポートする。 

⑧ その他 

 

（査読） 

第１２条  センター規程における「査読委員会に関する規程」に準ずる。 

 

附則 

 本規程は、令和５年６月１４日から施行する。 

 


